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有 賀 敏 之
は じ め に
かつてマルクスは世界市場概念を提示した。イギリス工業製品の圧倒的な国
際競争力を背景 とする自由貿易体制の下,彼 の生きた時代には一次産品 ・工業
製品の別を問わず,世 界市場が実質をもって存在 したのである。世界.市場の範
囲は英国工業製品の輸出市場と同義であった。その後1860年代を通 じた,イ タ





























争」むと.いう域をすでに超えてお り,世界経済の三極に自在 に技術 開発 ・調
達 ・生産 ・販売 ・管理上の拠点を配置 して,地 理的には相互に重複する形態の
世界規模の寡占体が,あ たか も世界経済が一つの国内市場 ・国内経済であるか
のごとく活動す る状態への過渡期にあると考 えられる。との究極的な世界経
済 ・世界市場の一体化の下での大規模多国籍企業による市場支配励の段階を,
3}資 本 制 の 歴 史 上3度 目の 工業 化 の 時 代 にあ る,戦 後 の 世 界 経 済 を 捉 え る枢 要 な視 角 と して の,
現 代 に お け る本 源 的 蓄 積 の 問 題 を 指 摘 した 業 績 に,馬 場 宏 二 「南 北 問 題 序 論 」 〔東 京 大 学 社 会 科
学 研 究 所r社 会 科 学 研 剤 第35巻 第1号1983)PP.183-189,尾崎 芳 治 「経 済 学 と歴 史 変 革 」
(青木書 店1990)PP.13-29が在 る.
4)ハ イ マ ー 三ロー ソ ン 自 身 は,「 国 際 的 寡 占」(lntemadomlOhgopoly)と「寡 占 的 競 争 」(OLi・
gopoListiじCompetition)とい う両 つ の表 現 を,一 連 の叙 述 の 中 で 用 い て い る に留 ま る(Steph㎝
FlymcrwithRobertRow出om'MultinationalCorporationsandInternationalOligopoly:The
Non・AmericanChallenge,InC.Kindleberger,ed.,TheInternationalCorporation,TheM.i.T.
Press,1970,藤原 武 平太 ・和 田和 訳 『多 国 籍 企 剰 日本 生 産 性 本 部1971pp.57-92,。
5)今 日の 生 産 の 国 際化 の 下 で の 多国 籍 企 業 の類 型 的 性 格 につ い て は,様 々 な分 類 が試 み られ て い
る。 例 え ば合 衆 国議 会 の技 術 評 価 局 の年 次 レポ ー トは,① 資 源 立 地 型(Resource-based;現地/
資本制発展の 「現」段階競走に関する一考察(32⇒91
「世界 寡 占」 と規定す る。前編6,に述べた とお り,こ.の世界寡占段 階は遠い将
来の絵 空事で はな く,数 々の重要な製造業において とうに現実の もの とな って
いる。
.この点 で,佐 藤定幸氏が述懐 している ようにの,多 国籍企業の 出現 に直面 し
た我が国 のアカデ ミーの受 け止 め方 は,多 国籍企業現象 をアメ リカ帝国主義に
よる旧西側資本制世界支 配 と直ちに結 びつ けるとい う ものであ った。 こうした
解釈 は,ハ イマー;ロ ー ソン ・モデル と同様,西 欧 ・日本の多国籍 企業が未発
達 の時点でなされた とい う時期的制約 を帯 びてお り,ま た1980年代前半 にか け
ては冷 戦構造が その最終局面 をむかえ,逆 に再強化されていた関係上,現 状分
析 としての意義 を有 していたのであ るが,今 日のポ ス ト冷戦期 にあっては多国.
籍企業現:象に関す る新たな把握が必要 とされている。 ここで は,従 来の分析が
現状 に当てていた接線が,結 果 として プラザ合意以 降の三極 の先進経済の収斂 ,
世界経済の一体化 とい う趨 勢変化 か ら逸 れていたと述べ るに留め,本 論に.入る。
国際産業資本の出現
さて,多 国籍企業 は今 日のグローバ リゼ イシ ョンの推進主体で あるが,こ の
多国籍企業 とい う用語 自体が米語(multinationalortransnationalenterprise)
の翻訳に由来す る もので 内容 に乏 し く,従 来は学問的に充分 な規定が与 えられ
て きた とは言 い難い。前編第 皿節での寡占体 の企業構造一般 に関す る検討 を踏
まえ,こ こで 多国籍企 業全般 に対 してそ の構 造面か らひとまず 「国際企業 グ
ループ」 との規定 を与えてお く。 とりわけ今 日活動 を活発化 させてい る製造業
＼ で 鉱 産 資 源 ・農 産 物 を調 達 す る もの),③ 輸 出指 向型 〔Exp。rt.orienti),③地 域 型 〔Regional),
④ 多 国 籍 型 〔Tmn5na吐iDnah国際 化 の端 緒 にあ り,母 国 に重 点 を置 くもの),⑤ 世 界 型(Gbbal;
研 究 ・製 品 開 発 を 複 数 の 国 ・地 域 を単 位 に 行 う も の),⑥ 分 散 型(Distributed;世界 的 に...・体 的
な 研 究 開 発 ・製 造 を 行 う も の)の6つ に 分 け て い る(U.SCongress,OfficeofTechnology
Assessment,Maltbmtio..aba.udtheU.S.TechnologyB.,,,U.S.Cover㎜entPrinting)f石ce,
1四4,chap.1,2)0
6>有 賀 「多 国 籍 企業 と資 本 の集 積 ・集 中 の現 段 階 」r経 済 論 叢」 第157巻第5・6.号1996pp.59一
∂D,65。
ア)佐 藤 定 幸 「多 国 籍 企 業 の 政 治 経 済 学」 有 斐 閣1994PP.2-3。
92(322)..第158巻 第3号
における大規模多国籍企業は,そ の多くが世界経済の複数の極にまたがる生産
'躾 現 してお り適 業淋 としての資本の一般的献(G-W<A
Pm…P…
w'一G')の核心部分である価値増殖過程が一国経済の境界を越えているばか
りか,上 記の三極 それぞれの経済圏にまたがっている。 これを 「国際産業資






他国企業 に貸 し付け るな り,他 国の債券 に投資す るな りして,そ の貨幣資 本の
増殖過程が国境 を越えて成立する ことは,近 代 に入 って幾 らも有 ったであろ う。
今 日において も一..般に多国籍企業 と言 った場 合,そ の中には 「国際商業資本」
が含 まれ,ま た他方に多国籍 銀行 が存在す るが,現 代世.界資本制の標識 とな る
ものは,な かんず く 「国際産業資 本」 としての多 国籍企業 にほか ならない。そ
もそ も多国籍企業現象に注 目が集まったの も,1960年代 のアメリカ製造業 にお
ける寡 占体が直接投資を通 じて西 欧諸国に本格 的に進 出 し,現 地企業 として相
手 国の主要産業 において重 きをなすよ うになったことによ るものであ り,そ の
後 の多国籍企業の歴史 もまた,'70年代 以降逆 に西欧諸 国の製造業が合衆国 に,
'80年代半 ばか らは 日本の製造業が米欧 に向 けて行 った全 面的 な進 出の過程 で
あった。厳密 に論ず るな らば,一 国の産業資本 が多国籍企業化 した として も,
生産 は母国で行 うに留め,国 外には販 売網 のみ を設 けた場合 には,こ の企 業は
対外的 には 「国際商業資本」にす ぎない。 産業資本 と しての価値の増殖過程が
国外 に出ていないか らである。





























←m ,国 際 産 業 資 本
木表を製造業に限って見た場合には,1か らWの数字は産業寡占体の.成長 と発
展のサイクルを表す。ただ し皿の 「国際商業資本」については,単 なる輸出企
業ではなく国外に自前の販売拠点を持つものに限るものとする。 皿はむろん母
国内で も生産 ・販売を行 うから,1の 一国経済における産業資本を含む範疇で
ある。同様に皿の 「国際産業資本」は母国内での生産 ・販売をも行うことから,









分析 との論理的関係はどうなるのか。それは,製 造業における 「国際企業グ
ループ」が単なる輸出企業に留まらず往々にして 「国際産業資本」の或に達 し
ており,.またその本体たる親会社が,場 合によっては 「装置 トラス ト」や 「組
み立て トラス ト」を経由して成立 しているということである川〕。前編で検討 し
たNKKに よるナショナル ・スティール買収の事例'〕のように,「国際企業グ
10)装置産業 の内,日 本合繊 産業の東南 アジアにお ける展 開につ いて実証 した文献 と して,ト ラ
ン ・ヴァン ・トゥ 『産業発展 と多国籍企 業
洋経済新報社1992)が在 る。
11)有賀前掲P.54。
アジア太平洋 ダイナ ミズムの実証 研究一 」(東
94.(324)..第158巻 第3号
ルー プ」がそのまま.「国際装置 トラス ト」で あ る場合 もあるが,両 者 は分析の
レヴェルを異 にす る ものであ る。 「国際 トラス ト」 と同様,「国際企業 グルー
プ」 とい う概 念 もまた多 国籍企業 の様態 を分 析す る上 での理念型で ある。 した
が って国民国家が一 定の力 を有す る期 間には,そ の本来の姿で 国家 間に発現す
る とはかぎ らない。.この視座か らすれ ぼ,「国際組み 立て企業 グルー プ」の成
立 に続いて,他 国への進 出が容易で ない一般の装置産業や重機 ・重 電が本格 的
な生産 の国際化 に乗 り出す とき,グ ローバ リゼイシ ョンと呼びな らわされてい
る現象 は,大 きな転機を迎える ことになるであ ろう。つ ま りその時,世.界経済
は産業 面において も真 に一体化,「融合」化 され た と言い うるはずで ある。 そ
してナシ ョナル ・スティールの事例 にみ るよ うに,す で に世界経 済は この局面
に入 りか けてい るのであ る。
H産 業段階の移行
産業段階の区分








と称することが多い。この間に,今 日我々が 「プラント」 と呼んでいる,製鉄
業と化学工業に代表される装置産業における巨大な一連の生産施設が成立 した。












































重 化 学 工 業 段 階
機 械 制 大 工 業 の 第H位 相,重 化 学 工 業 段 階 に お い て は,お お む ね1960年代 ま
で.,.同一 の 財 に 関 して よ り大 規 模 な プ ラ ン ト.を設 け る こ とが 進 歩 で あ っ た 。 前
12)北村洋基氏は この事態 を,戦 後の組立 ライ ンへの コンピェ一 夕ーの導入を起源 とする 「オー ト
メー シ ョン生産様 式」 と規定す る一方,全 く正当 に も,それに適合的な生産様式 は未だ到来 して
いない と している(北 村 洋基 「先端技術産業=情 報 欄 連)産 業の現段階一一 ハ イテク不 況の意
味す るもの 」福 島大 学 『商学論集」 第62巻第2号1993pp.55-56)。
ただ用語法の問題と して、氏 は 「先端技術」産業 とい う表現を用いているが,そ の内訳 と して
マイ クロ ・エ レク トロニ クス,バ イオ ・テクノロジー,新 素材等を挙げておきながら,実 際に は
情報産業に関する言及 しか行 っていない。具体性を欠 き,歴 史的な蔑定た りえない,「先端技術 」






断 して,装置産業における基本的な生産技術 は今世紀の初めには確立 していた
といってよい。そこでの競争は,技術面ではいかに反応効率を落とさずに生産









自己増殖 という資本の本性に悖 る。1産 業で蓄積を遂げた産業資本がさらに成
長するための解は2つ しかない。新興の産業を主体 とする他産業への進出ない
しは,国外への進出である。当時にあって前者が銀行資本を経由した産業資本








生産の過度の集積は管理効率の低下を招 き,コス ト増につながるため,産 業は
寡占には達さない。図1の 平均費用曲線を下方にシフ トさせる条件は,労賃の
低下と労働手段の改良であるが,使用技術の水準の低さから後者はすぐに限界




























逓増傾向を示 し,生産の集積に伴 う管理効率の低下を補って余 りある。寡占段.




















この過程を解釈 しよう。「再版農奴制」 としての集団化貫徹の結果,生 産手段
たる土地を喪失 した全農民が,「農業プロ.レタリアー ト」に転落 した。驚 くべ
きことに,彼 らには国内旅行の自由すら与えられなかった。そめうえで連邦国
家は全土の集団農場 ・国営農場に対する単一の 「農業資本家」 として,人 口の
大半を占めた農民を搾取 し,この 「国家資本制農業」からの剰余価値を,当 の
農業の発展のためにではなくやはり自らの所有する国営の重化学工業に投資す
ることを継続 した。ここでも国家は,工業部面における最有力のウクラー ドた
る大工業における 「単一の国営 トラス ト」1。の唯一の資本家 としてたち現れ る
のである。農業プロレタリアー トと化 していた農民は,窮乏化して順次都市に
流入 し,成長を続ける工業が必要とした工業プロレタリアー.トの格好の供給源































という手法に依 ったソ連型社会主義は,こ の事態に対応で きなかった。「国際
戦略提携」の活発化 も,西側における 「独占資本主義」の後退1のも,この産業
15)本稿で展 開す る紙幅 は無いが,こ の過程 をア ウタ,レキー下の農業集 団化によらず,合 衆国の巨
大な消 費財 市場 と リンクさせ る開放系において実現 したのが.第 二次世 界人戦後の 日本の高度経
済成長であ り,さ らには それ に続 いた1960年代半 ば以降の アジアNICsの領域国家 たる台湾 ・
韓国の発展,す なわ ち 「輸出指向工業化」 に基づ く 「東 アジア型発展 モデル」であ る。そ こでの
農⊥ 間の価格差が どの程度政策的な ものであ ったかは国別の実証 を俟つ外 ないが,強 力な官僚制
国家が財政 を介 して,穀 物農業か らの税収 を重化学 工業 部門や これ を支 える インフラス トラ ク
チ ャーに自ら積極的 に投資 した ことは明 らかである。
16)この問題に関 し,従 来の スター リン主義的 「独 占資本主 義」論 にみ られた,「独 占」段 階にお
ける競争 の否定 を排 し,独 占 を競争の一形 態 として把握 した極 めて建設的な作業 として,榎 本里
司 「独 占資本主義の一般的法則 と独占の法則 につ いて1-vi」〔大阪市立大学経済研究所 『季刊経
済研 究」1992-95)が在 る。 同論文 は教 条主義 を排除 した明晰 な労作で あ るが,氏 が 実証 の/
100(330)...第158巻 第3号
段階の移行 との関連 で統 一的に論証 しうる。で は,な ぜ重化学工業段 階は終わ
らざるをえなか ったのか。先 に,装 置産業 を中心 とす る今 世紀初頭 の産業技術
の到達状況 について概観 したので,こ こで は戦後期 の検討 を行 う。
いうまで もな く,第 二次世界大 戦終結 ま もな くか ら中東欧 にお ける社 会主義
』'
世界体制が崩壊 す る1990年代 初頭 に至 るまで の大半の期間,戦 後期 とは冷戦期
と同義であ った。戦後 期 の工 業製 品の特徴 として,ま ず挙 げ られ るの は 自動
車 ・家庭用電化製品 に代 表される耐 久消費財 の著 しい発達 ・普及であ る。 ラジ
オ.・テ レビに始 まる家庭 用エ レク トロニクス製 品は技術的 には電気通信 の産物
で あるが,自 動車製造において確立 された組立 ライ ンによる生産方式を小規模
化 ・簡略化 して適用す ることによ って初 めて,消 費財 としての大量生産が可 能
となった。 オー トバ イも生産工程 に関す る事情 を同 じくす るが,こ ち らは 自動
車 の下級財 たる代替財 と して,戦 後 の世界 的な経済発展 の流れの 中,自 動車 の.
普及 に先駆 けて普及 してゆ くことにな る。機械工業 において はこれ以外 に,タ
ンカー ・旅客機 ・原子力発電 プラン トとい った大規模 な製品 の出現が挙げ られ
よ う。 これ らはそれぞれ,第 二次 世界 大戦 中の戦艦,戦 中 ・戦後 の戦略爆撃機,
そ して戦後 の原子力潜水艦の技術 を転 用 した もので あ り,少 な くとも当初 に国
家 によ る資金 に糸 目を付 けない 「.プロジェク ト型」 の開発 を必要 とす る,「巨
大技術 」であるL%こ れ らはいずれ も軍事技術か ら発 してい るが,戦 後 の同種
の事例 として,ア ポロ計画や スペース ・シャ トル計 画に至 る合衆 国の宇宙開発
を挙げね ば な らない。集積 回路で構 成 され た コ ンピェ一 夕ー,デ ィジ タル音
声 ・画像処理技術,セ ラ ミクス素材 とい った,今 日 「ハ イテク」 と呼ばれてい
る ものの粗 方が,ア メ リカの宇宙開発の過程 で生み出され たか,そ れ によって
























いって過言ではない。宇宙開発計画は,そ の運搬手段 自体はナチス ・ドイツの
ミサイル技術に端を発する固有の巨大技術に基づきながら,ロ ケットの搭載量
という重量 と,惑星外を目的地とすることによる距離との両面の制約から,小







た石油危機 とい うエネルギー制約の問題ならびに,1960年代に汚染 ・公害とし.









情 報 化 産 業段 階 と戦 略 提 携
】.8)本稿 の技術 固有の問題 をめ ぐる検討 とは視角 を異にずるが,1970年代初頭 まで の時点につ き再
生産表 式に基づ いて,西 側 におけ る合衆国の覇権 とその経 済構造 の関連を検討 した先駆的貢献 と
して,南 克巳氏 による在来重化学系統IA部 門か らの 「新鋭=基 幹」産業体系TB部 門の分離 ・
検 出が ある。IB部 門とは,航 空宇宙 ・電子 ・化 学等の系列 の財 の内で 兵器 ・原子力産業に投入
された部分 を指す概念のはずであ るが,氏 はそ こから派生 した最終商品 と しての コンピュー ター
.等 の財 をも含めて用いてい る(南 克巳 「アメ リカ資 本主義 の歴 史的段階 戦後=「 冷載」体覇
の性格規定一」 『土地制度史学」第47号1970,同 「戦後資本主義世界再編の基本的性 格.一 アメ




て,今 日 「知識集約型」 という表現鋤が用いられていることからも論証される。
このことからさらに,情報化産業段階を画 したME化 を初めとする一連の技術
革新 は 「第3次 産業革命」 と規定 される。なお将来的にば,バ イオ(生物工
学)産 業等の発展によりこれを 「研究開発型産業段階」なり,「知性集約型産










AM)の 量産を除いて,今 のところ規模の経済を伴 った後発性が奏功する領域
は見当たらない認}。投資対象はむろんのこと,技術革新の方向性自体が定まら
19)この点 を明確 にした のは,北 村洋基 「日本経済の構造転換 とその評価 につい て一 一経済構造 の
転換 と産 業憐造 の転換一 」(福島大学i蘭 学論集」第61巻第2号1992)PP.6⑪一61である,
20)ただ し,Eknow匡edge-i皿tensive'とい う原語 もさることなが ら 「知識」 集約 とい う訳語 はいただ
けない.'knowledgewo,`knowledgeindustry'とL・つた用例 に縒 るに,「高等 教育 を受 けた
労働 者が携わ る」 とい う意味あい であ り,「高度教育集約」 と言い 替えたならば要素賦存は表現
で きるであろ う。だが,研 究 開発に は知識のみな らず創造性が必 要であ り,ま してデザ イ ンは芸
術 的創造性 を要す る以上,今 か らで もこれを 「知性」集約 と改め るべ きで ある。 また,「研 究 開
発」集約 とす る見解 も存す るが,「研 究開発」 は賦存 してい る要素 ではな く行為や体制 にす ぎな
い ことか ら,同様 に棄 却され るべ きであ る。生産要素 としての 「労働」 とい う概念 は,永 ら く熟
練度のみを念頭 においてきたが,今 日の産業段階の下では教育水 準 ・専門的分析 能力 ・創造性等
に基づい て、労働力 自体 を階層的 に分類す る必 要が 生 じてい る。R.B.Reich,TheWorkO.翫・



























ない中,規模の経済は開発 ・生産体制としては 「規模の不経済」鋤 に転 じ,企
業は自ら分社化 ・事業部化を推 し進めるとともに,主 として合衆国所在の研究
開発型のヴェンチャー企業 との提携活動を強めている鋤。資本参加を交える場




















第3図 皿,知 性 集 約型 産 業 の 平均 費 用 曲線 ・嘱 ヴ酪.噺.
,u'....t.)～.・㌘茜 穿 脚 晒 遺」.






1.....「 生 産 量 業 L愈.
＼ 本 の情 報 産 業 の,「 重 化 学 工 業 的 」 とで も呼 ぶ べ き 問題 点 を突 い て い る(pp.68-71)が,そ れ は
ひ と りH本 情 報 産 業 の 性格 な の で は な く,半 導 体 の量 産 一 般 が,情 報 化 産 業 段 階 に お い て は例 外
的 に,装 置 産 業 的 な 性 格 を帯 び て い る と い う こ と なの で あ る。
23)「規 模 の デ メ リ ッ ト」(北Fl'前掲 「日本 経 済 の構 造 転 換 とそ の 評 価 に つ い て 」p.55)。
24)一 例 と し てT.MCol』s&T.LDoorlylll,TeamingupforThe90s,BusinessOnelrvin,
1991(トー マ ッ 戦 略 コ ンサ ル テ ィン グ部 門訳 『グ ロー バ ル ・ア ラ イア ンス 戦 略 の実 際 」 ダ イヤ モ
.ン 、.ンド社1993)に は,バ イオ 産 業 と化 しつ つ あ る合 衆 国医 薬 品 産 業 を 舞 台 とす る,ヴ ェ ンチ ャー





きこれを培 った うえで,次 々に他企業 との適切 な戦略 的提携 関係 を とり結んで
ゆ くことを要求され ているとい える。
この情報化 産業段 階め財 の特徴 について,そ れ以前 の産業段 階同様の分析 を
付す。 ここで 「知性集約型」産業 と規定 した産業 の財 は,工 業 デザ イ ンに基づ
く製品,ソ フ トウェア,コ ンパ ク ト・デ ィス ク等 々,そ れ 自体 はオ リジナルの
複製にす ぎないので,工 業 的に幾 ら生産 した として も,追 加 的に要す るのは製
品の本来的な価値 の部分で はない。 よって技術改 良は,製 品化 に先立つ知的 な
活動 に要 す る費 用 を軽 減 しない。 ここで は図1・図2と の対比 で,`1≒`2と
なっているこ とに留意 されたい。知的所有権 の問題が 浮上す るゆえんで ある♂
そ してこの種 の財 は,一 般 に多品種少量的に生産され る もので ある。図3で は
この事情 を破線で表 してい る。 また この範疇 で コピー しえない財 は,そ れ 自体
が純粋な芸術作品 に当た る。そ して くだんの 「戦略 的提 携」,企業間の交 流 ・
提携 だが,図 に示 した ように商品の原価 を引 き下 げる とい う従来 の庫業段 階で
支配的で あった手法 に留 まらず,オ リジナルが もつ使用価値 その ものを高め る




産 業 段 階1,軽 工業段階H,重 化学工業段階 皿,情報化産業段階
規定的生産要素(低 賃金)労 働
目 標 低 コス ト






26)なお第2表Hの 生産規模は最終的 に低生産 コス トに帰着す るものであ るが,こ の段 階において
は市場 占有率の追求が競争上有効 となる。 したが って規模 自体が 目標 となっている と言えるので
あ る。
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?
」??
